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自
治
医
科
大
学
は
、
卒
業
後
、

離
島
・
へ
き
地
で
勤
務
す
る
医
師

を
養
成
す
る
目
的
で
都
道
府
県

が
出
資
し
て
設
立
し
た
大
学
で
す
。

入
学
料
・
授
業
料
な
ど
に
つ
い
て

は
、
入
学
者
全
員
に
貸
与
さ
れ
、

卒
業
後
に
一
定
期
間
、
離
島
・
へ

き
地
の
公
立
病
院
な
ど
に
勤
務
す

る
と
、
そ
の
返
還
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

○
出
願
手
続
期
間　

令
和
３
年

　

１
月
４
日（
月
）〜
20
日（
水
）

○
第
１
次
試
験
日

　

▼
学
力　

令
和
３
年
１
月
25

　
　

日（
月
）

　

▼
面
接　

令
和
３
年
１
月
26

　
　

日（
火
）

○
第
１
次
試
験
合
格
発
表
日　

　

令
和
３
年
２
月
５
日（
金
）

○
第
２
次
試
験
日　

令
和
３
年

　

２
月
10
日（
水
）

○
入
学
者
募
集
要
項
頒
布
場
所

　

長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室

○
そ
の
他　

将
来
医
師
と
な
っ
て
、

■中部出張所　☎22-9180　■南部出張所　☎22-9190　■舘浦出張所　☎22-9204　■度島連絡所　☎22-9176
■平戸市役所　☎22-4111　■生月支所　☎22-9200　■田平支所　☎22-9210　■大島支所　☎55-2511

Please 
Check 見落としがちだけど重要な「募集」「お知らせ」などの「情報」が満載

このページも見落とさないで、要チェック！

見逃せない情報がココに

ネ
ー
ト
ま
で
感
染
症
予
防
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
ド
ナ
ー

登
録
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ド
ナ
ー
を
待
つ
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
は
、
あ
な
た
の
登
録
が
大

き
な
希
望
に
な
り
ま
す
。

※

骨
髄
提
供
は
死
後
の
臓
器
提

　

供
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
ド
ナ
ー
登
録
が
で
き
る
人

　

▼
骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の

　
　

提
供
の
内
容
を
十
分
に
理

　
　

解
し
て
い
る
人 

　

▼
年
齢
が
18
歳
以
上
、
54
歳

　
　

以
下
で
健
康
な
人 

　

▼
体
重
が
男
性
45
ｋ
ｇ
以
上
、

　
　

女
性
40
ｋ
ｇ
以
上
の
人 

○
ド
ナ
ー
登
録
窓
口　

県
北
保

　

健
所
地
域
保
健
課
健
康
対
策
班

　
（
☎
57-

３
９
３
３
）

◎
問　
（
公
財
）日
本
骨
髄
バ
ン
ク

　
　
　
（
☎
03-

５
２
８
０-

１
７

　
　
　

８
９
）

　

大
切
な
家
族
が
迷
わ
な
い
た
め

に
も
、
日
ご
ろ
か
ら
自
分
の
意
思

と
家
族
の
意
思
を
話
し
合
い
、
自

分
の
気
持
ち
を
し
っ
か
り
と
伝
え
、

臓
器
提
供
に
つ
い
て
の
意
思
を
表

示
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

臓
器
提
供
意
思
表
示
カ
ー
ド
、

健
康
保
険
証
ま
た
は
運
転
免
許

証
の
裏
面
に
意
思
表
示
を
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

◎
問　

公
益
財
団
法
人
長
崎
県

　

健
康
事
業
団
健
康
企
画
課

　
（
☎
０
９
５
７‐

43‐

７
１
３
１
）

　

日
本
で
は「
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
」

が
１
９
９
２
年
か
ら
開
始
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
に
多
く
の
患
者
さ
ん
を

救
う
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
毎

年
少
な
く
と
も
２
千
人
程
度
の
患

者
さ
ん
が
骨
髄
移
植
を
必
要
と

し
て
お
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
蔓
延
下
に
お
い
て
も

そ
の
数
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
１
人

で
も
多
く
の
患
者
さ
ん
を
救
う
た

め
に
は
、
多
く
の
ド
ナ
ー
登
録
が

必
要
で
す
。
登
録
か
ら
コ
ー
デ
ィ

　

10
月
17
日（
土
）か
ら
23
日

（
金
）は「
薬
と
健
康
の
週
間
」で

す
。
医
薬
品
は
、
使
用
す
る
こ

と
で
人
体
に
作
用
を
及
ぼ
し
効
能

効
果
を
発
揮
さ
せ
る
も
の
で
す
が
、

同
時
に
何
ら
か
の
リ
ス
ク
を
併
せ

持
つ
も
の
で
す
。
薬
剤
師
な
ど
の

専
門
家
か
ら
適
切
な
情
報
を
受

け
、
使
用
上
の
注
意
を
守
っ
て
正

し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

長
崎
県
薬
務
行
政
室

　
　
　
（
☎
０
９
５‐

８
９
５‐

　
　
　

２
４
６
９
）

　

全
国
に
は
重
度
の
病
気
と
な
り

移
植
で
し
か
根
治
し
な
い
と
診
断

さ
れ
た
人
の
う
ち
、
移
植
希
望

登
録
を
し
て
い
る
人
が
、
現
在
約

１
万
３
千
人
い
ま
す
。

　

移
植
医
療
は
善
意
の
提
供
が

あ
っ
て
こ
そ
成
り
立
つ
も
の
で
す

○
試
験
会
場　

福
岡
駐
屯
地（
福

　

岡
県
春
日
市
大
和
町
５-

12
）

　

※

状
況
に
よ
り
変
更
と
な
る
場

　
　

合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
、

　
　

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

自
衛
隊
長
崎
地
方
協
力

　

本
部
佐
世
保
出
張
所　

　
（
☎
０
９
５
６-

23-

１
２
３
１
）

　　
○
試
験
日　

令
和
３
年
１
月
31

　

日（
日
）

○
試
験
会
場　

長
崎
市

○
試
験
の
種
類　

甲
種
・
乙
種

○
願
書
受
付
期
間　

　

▼
書
面
申
請　

11
月
24
日(

火)

　
　

〜
12
月
４
日(

金)

　

▼
電
子
申
請　

11
月
21
日(

土)

　
　

〜
12
月
１
日(

火)

○
受
験
願
書
の
入
手
先　

(

一

　

財)

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

　

長
崎
県
支
部
、
長
崎
県
消
防

　

保
安
室
、
長
崎
県
各
振
興
局

　
(

長
崎･

県
央
を
除
く)

、
県
内

　

各
消
防
署

◎
問　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
（
☎
22-

３
１
６
７
）

　

地
元
に
帰
っ
て
勤
務
す
る
志
の

　

あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、

　

長
崎
県
医
療
人
材
対
策
室
ま

　

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
問　

長
崎
県
医
療
人
材
対
策

　

室

　
（
☎
０
９
５‐

８
９
５‐

２
４

　

２
１
）　

自
衛
官
候
補
生

○
受
付
期
限　

11
月
13
日（
金
）

○
応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳

　

未
満

○
試
験

　

▼
男
子　

11
月
29
日（
日
）

　

▼
女
子　

11
月
30
日（
月
）

○
試
験
会
場　

大
村
駐
屯
地（
大

　

村
市
西
乾
馬
場
町
４
１
６
）

高
等
工
科
学
校
生
徒（
推
薦
）

○
受
付
期
間　

11
月
１
日（
日
）

　

〜
30
日（
月
）

○
応
募
資
格　

15
歳
以
上
17
歳

　

未
満
の
男
子

○
試
験
日　

令
和
３
年
１
月　

　

10
日（
日
）ま
た
は
11
日（
月
）

　

の
う
ち
指
定
す
る
１
日

令
和
２
年
度
第
２
回
消
防

設
備
士
試
験

自
治
医
科
大
学
入
学
者
募

集

自
衛
官
を
募
集

募
　
　
集

が
、
日
本
で
は
臓
器
の
提
供
者

が
少
な
い
の
で
、
実
際
に
移
植
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
人
は
年
間

１
〜
２
％
で
す
。
や
む
な
く
海
外

渡
航
や
生
体
移
植
に
踏
み
切
る

人
、
移
植
を
待
ち
わ
び
な
が
ら

亡
く
な
っ
て
い
く
人
が
多
い
の
が

現
状
で
す
。

　

臓
器
の
提
供
に
は
、
脳
死
か
ら

提
供
す
る
場
合
と
、
心
臓
停
止

後
に
提
供
す
る
場
合
の
２
つ
が
あ

り
ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
、
意
思

表
示
カ
ー
ド
な
ど
書
面
に
表
示

さ
れ
た
本
人
の
意
思
は
尊
重
さ
れ

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
家
族
の

判
断
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

10
月
は
臓
器
移
植
普
及
推

進
月
間

薬
と
健
康
の
週
間

10
月
は
骨
髄
バ
ン
ク
推
進

月
間

お詫びと訂正
　広報ひらど９月１日号におい
て、７ページの「ふれあいバス
（宮の浦⇒紐差）線」で、宮の
浦発7:20および8:25の便を
「●土日祝運休」と記載してい
ましたが、実際は運行します
のでお詫びして訂正します。
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に
加
入
し
て
い
る
人
を
除
く
）

　

②
60
歳
〜
65
歳
未
満
で
、
国

　
　

民
年
金
の
任
意
加
入
者

◎
問　

全
国
国
民
年
金
基
金
長

　

崎
支
部

　
（
☎
０
１
２
０-

65-

４
１
９
２
）

　

さ
ま
ざ
ま
な
家
庭
の
事
情
で
、

親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
た
ち
を

家
族
の
一
員
と
し
て
温
か
く
迎
え

入
れ
、
保
護
者
の
代
わ
り
に
理
解

と
愛
情
を
も
っ
て
家
庭
で
育
て
て

い
く
家
族
を「
里
親
」と
い
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
里
親
を
募
集
し
て
お

り
、
併
せ
て
里
親
出
前
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

○
と　

き　

10
月
29
日（
木
）午

　

後
２
時
〜
午
後
３
時

○
と
こ
ろ　

 

平
戸
市
福
祉
保
健

　

セ
ン
タ
ー

○
内　

容　

里
親
制
度
の
説
明
・

　

里
親
体
験
談
・
意
見
交
換
な

　

ど
○
対
象
者　

里
親
に
な
り
た
い
人
、

　

里
親
に
興
味
が
あ
る
人

○
受
講
料　

無
料

※

予
約
は
不
要
で
す
。

　
　
　

　

国
民
年
金
基
金
は
、
税
金
の

優
遇
を
受
け
な
が
ら
国
民
年
金

に
上
乗
せ
し
て
加
入
し
、
厚
生
年

金
並
み
の
年
金
を
受
け
取
れ
る
積

立
方
式
の
公
的
な
年
金
で
す
。

○
国
民
年
金
基
金
の
特
徴

　

▼
掛
金
は
、
全
額
が「
社
会
保

　
　

険
料
控
除
」の
対
象
と
な
り
、

　
　

受
け
取
る
年
金
も「
公
的
年

　
　

金
等
控
除
」の
対
象
と
な
り

　
　

ま
す
。

　

▼
受
け
取
る
年
金
額
は
、
終

　
　

身
一
定
額
で
変
動
が
あ
り
ま

　
　

せ
ん
。
ま
た
、
万
一
の
時
は
、

　
　

遺
族
に
一
時
金
が
支
払
わ
れ

　
　

ま
す
。（
Ｂ
型
を
除
く
）

　

▼
加
入
後
に
、
掛
金
を
お
休
み

　
　
（
一
時
停
止
）し
た
り
、
減

　
　

額
・
増
額
も
で
き
ま
す
。

○
加
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
人

　

①
20
歳
〜
60
歳
未
満
の
第
１

　
　

号
被
保
険
者（
国
民
年
金
の

　
　

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る

　
　

人
ま
た
は
、
農
業
者
年
金

◎
問　

こ
ど
も
未
来
課
子
育
て

　

支
援
班

　
（
☎
22‐

９
１
３
７
）

　　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
主
た
る
生
計
維

持
者
の
前
年
の
収
入
か
ら
今
年
の

収
入
見
込
み
を
比
較
し
て
３
割
以

上
、
収
入
が
減
少
す
る
場
合
、

国
民
健
康
保
険
税
の
一
部
ま
た

は
全
部
が
減
免
さ
れ
ま
す
。
対
象

と
な
る
収
入
は
事
業
収
入
、
不
動

お
知
ら
せ

産
収
入
、
山
林
収
入
、
給
与
収

入
で
す
。
国
や
県
な
ど
の
事
業
給

付
金
は
今
年
の
収
入
に
含
み
ま
せ

ん
。

　

該
当
す
る
人
は
、
税
務
課
住

民
税
班
ま
で
問
い
合
わ
せ
の
上
、

令
和
３
年
３
月
31
日（
水
）ま
で

に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問　

税
務
課
住
民
税
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
１
６
）

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万

が
一
の
自
動
車
事
故
の
際
の
基
本

　

各
地
区
民
生
児
童
委
員
に
証

　

明
を
受
け
た
上
、
申
請
し
て
く

　

だ
さ
い
。

◎
問　

長
寿
介
護
課
高
齢
者
支

　

援
班

　
（
☎
22-

９
１
３
３
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
収
入
を
原

資
と
す
る
社
会
貢
献
広
報
事
業

と
し
て
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発

展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
た
め
、
地
域
活
動
に
必
要

な
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

○
助
成
対
象
団
体　

市
町
村
が

　

認
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織

　
（
町
内
会
や
地
域
に
密
着
し
た

　

団
体
な
ど
）、
自
主
防
災
組
織

○
主
な
助
成
内
容

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

▼
助
成
内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　

活
動
に
直
接
必
要
な
設
備

　
　

な
ど

　

▼
助
成
額　

１
０
０
万
円
〜

　
　

２
５
０
万
円

　

▼
事
業
例　

テ
ン
ト
、
遊
具
、

　
　

備
品
な
ど

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
助
成
事
業

　

▼
助
成
内
容　

集
会
施
設
の
建

　
　

設
ま
た
は
大
規
模
修
繕
事

　
　

業

　

▼
助
成
額　

対
象
事
業
費
の
５

　
　

分
の
３
以
内
。
た
だ
し
、
上

　
　

限
１
，
５
０
０
万
円

地
域
防
災
組
織
育
成
助
成
事
業

　

▼
助
成
内
容　

自
主
防
災
組

　
　

織
や
消
防
団
な
ど
が
行
う

　
　

地
域
の
防
災
活
動
に
必
要
な

　
　

資
器
材
な
ど

　

▼
事
業
例　

Ａ
Ｅ
Ｄ
、
消
防
ポ

　
　

ン
プ
、
発
電
機
な
ど

青
少
年
健
全
育
成
助
成
事
業

　

▼
助
成
内
容　

ス
ポ
ー
ツ
・
レ

　
　

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
や
文

　
　

化
・
学
習
活
動
に
関
す
る
事

　
　

業
な
ど
、
主
と
し
て
親
子
で

　
　

参
加
す
る
ソ
フ
ト
事
業

　

▼
助
成
額　

30
万
円
〜
１
０
０

　
　

万
円

※

ほ
か
に
も
事
業
メ
ニ
ュ
ー
が
用

　

意
さ
れ
て
い
ま
す
。
助
成
内
容

　

は
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
内
で
確
認
す
る
こ
と

　

が
で
き
ま
す
。

◎
問　

企
画
財
政
課
企
画
統
計
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
１
１
）

介
護
し
て
い
る
人
に
対
し
、
介
護

の
労
を
ね
ぎ
ら
い
、
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
に
、
在
宅
寝
た
き
り

高
齢
者
等
介
護
見
舞
金
を
支
給

し
ま
す
。

○
寝
た
き
り
高
齢
者
の
要
件　

　

左
記
の
項
目
す
べ
て
に
当
て
は

　

ま
る
高
齢
者

　

①
10
月
１
日（
基
準
日
）に
お

　
　

い
て
市
内
に
引
き
続
き
１
年

　
　

以
上
住
所
を
有
す
る
65
歳

　
　

以
上
の
人

　

②
要
介
護
３
以
上
の
認
定
を

　
　

受
け
て
い
る
人

　

③
１
年
間
に
お
い
て
病
院
な
ど

　
　
（
短
期
入
所
を
含
む
）に
入

　
　

院
し
て
い
た
期
間
が
90
日
を

　
　

超
え
な
い
人

○
支
給
対
象
者　

寝
た
き
り
高

　

齢
者
を
、
１
年
間
の
う
ち
１

　

８
０
日
以
上
在
宅
で
介
護
し

　

た
市
内
在
住
の
親
族
ま
た
は

　

同
居
の
人　

○
支
給
金
額  

２
万
５
千
円

○
申
請
期
限　

10
月
30
日（
金
）

○
申
請
方
法　

市
役
所
１
階
高

　

齢
者
支
援
班（
⑬
窓
口
）ま
た

　

は
各
支
所
地
域
振
興
課
、
各

　

出
張
所
に
備
え
付
け
の
申
請

　

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防

止
運
動
の
実
施

在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等

介
護
見
舞
金
の
申
請

国
民
年
金
基
金
に
加
入
し

ま
せ
ん
か

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
。「
自

賠
責
保
険
・
共
済
」

的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と
し
て
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て

の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
自
賠
責
保
険
・
共

済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

　

毎
年
10
月
１
日
か
ら
11
月
30

日
ま
で
、「
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱

用
防
止
運
動
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。
麻
薬
、
覚
せ
い
剤
、
大
麻

な
ど
の
薬
物
乱
用
は
、
あ
な
た
の

健
康
や
周
り
の
社
会
に
大
き
な
害

を
も
た
ら
し
ま
す
。
薬
物
乱
用
の

恐
ろ
し
さ
を
理
解
し
、
み
ん
な
で

防
止
し
ま
し
ょ
う
。

◎
問　

総
務
課
危
機
管
理
班

　
　
　
（
☎
22-

９
１
０
１
）

　　

寝
た
き
り
高
齢
者
を
在
宅
で

令
和
３
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染

症
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免

里
親
出
前
講
座

長崎県最低賃金が変わります

10月３日（土）から
１時間

７９３円

　長崎県最低賃金が「１時間７９３円」に改
定されます。最低賃金法に基づき、賃金

の最低額を保障することにより、労働条

件の改善を図る目的で最低賃金の改定が

行われており、国は賃金の最低額を定め、

使用者はその最低額以上の賃金を支払わ

なければなりません。

　使用者も労働者も必ず最低賃金を確認

しましょう。

◎問　長崎労働局賃金室　☎０９５-８０１-００３３



Hirado  Informa�on

■市県民税　　　　　　　　第３期
■国民健康保険税　　　　　第５期
■介護保険料　　　　　　　第５期
■後期高齢者医療保険料　　第４期
※口座振替日　　　　　10月27日（火）
　この日に振替ができなかった場合は、11月12日（木）に
　再振替します。

市税の納期限【11月２日（月）】

税務課総務徴収班　☎22-9115問
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Necessary Information

普
段
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
情
報
を「
お
知
ら
せ
」

暮
ら
し
に

役
立
つ
情
報
が

こ
こ
に
も

各種相談

○10月９日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C
○10月23日（金）10：00～ 15：00
　平戸文化センター会議室C

■ハローワークin平戸市

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

■年金相談（完全予約制）
○10月６日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○10月13日（火）10：00～ 15：00　
　市役所本庁３階会議室
○10月20日（火）10：00～ 15：00
　市役所本庁３階会議室
年金相談予約　☎0956-34-1189 
佐世保年金事務所お客様相談室受付時間（平日） 8：30～
17：00（相談日の前日までにご予約ください）

健康ほけん課国保年金班　☎22-9124問

■10月の延長窓口実施日
　10月１日（木）・８日（木）・15日（木）・22日
（木）・29日（木）
■延長時間　　午後５時15分～午後７時
■開設場所　　本庁市民課※各支所・出張所では不可
■受付内容　　マイナンバーカードおよび各
　種証明書の交付
　※交付できる証明書
　◎住民票の写し　◎戸籍謄（抄）本
　◎戸籍附票の写し     ◎印鑑登録および印鑑証明書
※証明の種類によっては、委任状が必要になる場合
　があります。また、印鑑登録は即日登録できない
　場合がありますので、事前にご確認ください。

市民課戸籍住民班　☎22-9123問

延長窓口
　本庁市民課では、平日の開庁時間に来庁できない人
のために、時間外に証明書などを発行するサービスを
実施しています。サービスを利用される場合は、必ず
当日の午後5時までにご予約ください。

　市役所では、市民の皆さんが普段の生活の中で抱
えている悩みや困りごと、また、お仕事で就職や創
業などを考えている人たちなどに対し、各種専門の
相談員に相談できる窓口を用意しています。
　今月は下記の日程で開催しますので、お気軽にお
越しください。

○10月16日（金）９：00～ 17：00
　田平町民センター（研修室２）

■よろず相談会

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

（事業者の経営上の課題解決支援のための相談会です）

市民課内消費生活センター　☎22-9122問

○10月14日（水）13：00～ 16：00　
　平戸地区（未来創造館）
○10月21日（水）13：00～ 16：00　
　生月地区（生月町中央公民館）
○10月28日（水）13：00～ 16：00
　田平地区（田平支所）

■市民総合相談

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

○10月28日（水）10：00～ 16：00
　平戸市役所商工物産課内

■個別創業相談会（事前予約している人を優先）

○10月14日（水）11：00～ 16：00
　平戸文化センター会議室A

■若者応援相談会in平戸

商工物産課商工新産業班　☎22-9141問

中小企業者など

認定経営革新等
支援機関など

認定経営革新等支援機関などが確認した申告書
および同機関に提出した書類一式
１.中小事業者などであること

２.事業収入が一定程度落ちこんでいること

３.事業の用に供している資産であること

③軽減申告

①確認依頼 ②申告書発行

市町村
注：特殊な償却資産（２以上の市町村にまたがる
　　ものなど）については、総務大臣または道府
　　県知事に申告する必要がある（家屋は常に市
　　町村に申告）

新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少している中小企業者・小規模事業者の

2021年度固定資産税・都市計画税を減免
問 税務課固定資産税班（☎22-9117）

中小企業者・小規模事業者とは
▼資本金の額または出資金の額が１億円以下の法人。

▼資本又は出資を有しない法人又は個人は従業員1,000人以下の場合ただし、大企業の子会社など（下記

　のいずれかの要件に該当する企業）は対象外となります。

　１．同一の大規模法人（資本金の額若しくは出資金の額が１億円超の法人、資本若しくは出資を有しない

　　  法人のうち常時使用する従業員数が1,000人超の法人または大法人（資本金の額または出資金 の

　　  額が5億円以上である法人など）との間に当該大法人による完全支配関係がある法人などをいい、

　　  中小企業投資育成株式会社を除きます。）から２分の１以上の出資を受ける法人

　２．２つ以上の大規模法人から３分の２以上の出資を受ける法人

減免対象
●事業用家屋および設備などの償却資産に対する固定資産税（通常、取得額または評価額の1.4％）

●事業用家屋に対する都市計画税（通常、評価額の0.3％）

軽減率
中小事業者（個人、法人）で、2020年２月～10月の任意の連続する３カ月間の事業収入※の合計額が

■30％以上50％未満減少している場合、１／２軽減
■50％以上減少している場合、全額免除
（※）売上高、海運業収益、電気事業営業収益、介護保険事業収益、老人福祉事業収益、保育事業収益

　　などを指します。給付金や補助金収入、事業外収益は含みません。

申告の流れ（例）
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